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銀河ターゲット探査観測

大きい銀河にバイアスされる

プロは見るだけで分かる



広視野探査観測
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広視野探査観測

無バイアス観測

Population studyが可能に

膨大なデータの処理が必要
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カタログ比較 利点：ゴミが少ない
欠点：銀河上の天体は検出しにくい



画像引き算 利点：銀河上の天体が検出しやすい
欠点：引き算失敗によるゴミが多い



Web page



よい候補が見つかったら

•追観測（唯一無二のデータ）

• 多色観測

• 分光観測（突発天体・母銀河）

• 継続観測

•論文執筆
（観測的考察）

• 対象天体の観測的特徴の抽出・種族分類

• 過去に観測された天体との比較

（理論的考察）

• 理論モデル構築

• 対象天体の物理量導出



必要なもの
•データ解析環境

• 計算機
• exposure + overhead の間に解析終了

• ストレージ
• File I/O がボトルネック（RAID, Lustre/Gfarm）

•高速ネットワーク
• 可能であれば同じ場所でIB接続

• exposure + overhead の間に転送終了

•天体検出・機械学習チューニング
• 検出する天体を取捨選択
• 最適なモデル構築
• 複数の機械学習の使用

•追観測体制
• 即時・継続・多色・分光観測
• ToO観測の受け入れ



今後の方針・現状の課題

• Tomo-e Gozen Camera

•自動アラート

•検出天体の取捨選択・機械学習の改善

•動画解析: 継続時間0.5秒の天体を探す

•機械学習を用いた即時検出

• Hyper Suprime-Cam

•全データ解析

•計算機、ストレージ

•リアルタイム解析

•高速ネットワーク
(三鷹ヒロ)

浜崎くん修論@甲南大

-> OISTER, Seimei

-> TMT
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まとめ

•昨今の広視野カメラの完成、計算機の発展に
よって突発天体広視野サーベイが実現されてい
る

•新しい観測と過去の観測データ（アーカイブ
データ）を用いて突発天体検出

•発見後、追観測、理論計算などを経て論文化

•計算機、ストレージ、高速ネットワークは確保
できつつある

•機械学習の高精度化、天体の取捨選択、追観測
体制の拡充が必要


